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論文題目 

A Study on Integration of Landscape Approach into Water Resource 
Management: Case of the Cold-desert Mountainous Region of Ladakh in 
India （水資源管理のためのランドスケープアプローチの統合に関する研
究 ―インド・ラダックの寒冷地砂漠山岳地帯の事例―） 

（論文内容の要旨） 

人間が居住してきた多くの場所では，人間の活動と自然システムが共生することで，

持続的な環境を維持してきた。特に，自然環境によってもたらされる様々な制約と恩

恵の中で，人々は地域ごとに独自の文化，生業，土地利用を形成してきた。しかしな

がら，バランスの取れた共生関係が崩れることで，人間活動自体の持続性を失ないつ

つある地域が近年，多く見受けられる。本研究はインド北部のラダックにおける寒冷

地砂漠山岳地帯を研究対象地域としている。ラダックは，自然条件が苛烈であり，歴

史的に外部と長きにわたって隔絶し，極寒の気候条件によって形作られた独特の地域

景観を呈している。特に希少な水資源とその効率的な管理方法が，地域景観形成に大

きな影響を与えてきた。 

本論文は，現地調査によって収集した一次データの解析から得られる情報により，当

該地域においてランドスケープアプローチを実践したものである。対象地域の景観を形

作るコミュニティ主導の水資源利用の方法を調査した上で，近年の自然・社会環境の変

化に対して新たに適応してきた水管理方法を把握し，その課題を整理した上で，将来に

向けたより良い地域計画を提言したものであり，７章からなっている。 

第１章では，人間の活動が環境に与える影響と地域の持続可能な開発の問題に関連し

た研究の背景を紹介している。ランドスケープアプローチの定義，地域レベルの計画の

重要性，取り扱う基本的課題，本論文の構成について概説している。 

第２章では，人間と自然の相互作用の役割に焦点を当て，この研究で適用した「ランド

スケープアプローチ」と「持続可能な開発」に関連する文献レビューを行っている。ま

た，研究目的，データ収集，分析に使用される方法など，全体の研究の枠組みを説明して

いる。 

第３章では，ラダックにおける伝統的な灌漑用水管理の実践に焦点を当てている。こ

れらの社会的，生態学的，制度的特徴が検討されており，その結果から，ラダックの水資

源管理に関わる社会的領域（水社会領域）の概念を説明している。 

第４章では，ラダックの水社会領域において生まれている自然・社会環境の変化を調

査し，これらに対するコミュニティ主導のさまざまな適応の実態を明らかにしている。 

第５章では，コミュニティ主導の適応方法を将来の計画に活かすための枠組みを提示

している。この枠組みはラダックにおける適応を実践するために利用可能なものであり，

この分析から導きだされた理論を元に，地域に対する推奨事項を具体的に提示している。 

第６章では，これまでの分析結果を統合し，対象村ごとのランドスケープパターンを



特定している。前章の結果と，本章の冒頭部分で定義された地域景観の観点に基づいて，

水資源管理のための地域計画の枠組みづくりに必要な推奨事項を提案している。さらに，

ラダックにおける効率的な水資源管理のための空間レベルごとの具体的な政策を提案し

ている。 

第７章では，研究全体の概要を示し，主要な成果をまとめている。研究の理論的成果が

概説され，将来の研究の道筋が示されており，本論文の意義を総括している。 

  



（ 続紙 ２ ） 

（論文審査の結果の要旨） 

人間は自然と共生することで，そこから受ける恩恵を享受し，そして自然から受け

る様々な制約の枠組みの中で生存してきた。世界には，極めて厳しい自然環境の中に

おいても，自然と共生してきた地域・人々がいるが，経済発展に伴い，貨幣経済がそ

うした地域に浸潤することで，自然と対立し，共生関係を崩していくこととなった。

特に，苛烈な環境下で生きてきた人々にとっては，その影響は，将来の生存に係るも

のとなっている。 

インド北部のラダックは，標高三千から四千メートルを超える，寒冷かつ乾燥地帯

に位置しており,水資源は一年を通じて限られている。そこでは，氷河が溶ける水を上

手に利用して，農業を営み，自給自足の暮らしを成立させてきた。近年の自然・社会

環境の変化が同地域でも観察され，住民はこれらの変化に対応する必要があり，コミ

ュニティ主導の適応に加え，外部支援による新たな適応方法を取り入れながら，水資

源を確保している。こうした背景の中，本研究は，精緻な現地調査を通じて，厳しい

自然条件下において，将来も持続可能な水資源管理の方法・計画を提案することを目

指したものである。主たる成果は以下の通りである。 

第一に，その厳しい自然条件のため外部から長らく隔絶していたラダックを取り巻

く自然・社会環境を現地で調査し，コミュニティ主導の適応が水資源利用の変化や社

会経済状況の変化に活かされている事を明らかにした。また，地方行政の役割も明確

化し，同じく社会経済状況の変化に対応している事，かつツーリズムや都市化といっ

た外部からの影響にも対応していることを明らかにした。今後の地域計画策定に貴重

な情報を提供しうるものであり，地域資源管理の観点から大きな貢献を行っている。 

第二に，現在のコミュニティ主導の対応だけでは地域の環境収容力の限界に近付い

ていることを示し，新たな地域景観づくりの枠組みを作ることを提唱している。その

ためには，水資源管理のための統合的なランドスケープアプローチが必要であること

を示し，どのような要素を考慮すべきかを空間階層別に具体的に提示している。たと

えば，河川流域レベルにおいては，交通網の改善，インフラ整備支援の強化などを挙

げ，水社会領域レベルにおいては，人的資源の能力構築，水資源の多様化，農家の協

働力の強化などを具体的に提示している。持続的な発展を遂げるための有用な情報を

提供しており，実用的な成果を挙げている。 

第三に，上述の水資源管理のための統合的なランドスケープアプローチを実現する

ための地方行政の在り方を提案している。現状評価から水管理計画を策定し，そのた

めの規制作り，実施方法とフィードバックの方法を提示している。ラダックが直面し

ている水管理問題解決に資する研究として社会的に意義のあるものである。 

以上のように本論文は，インド，ラダックにおけるフィールド調査を通じて，限ら

れた水資源を持続的に管理するための新しいランドスケープアプローチを明示し，こ



れらを実践するための具体的な計画策定に言及している。自然環境と共生しつつも，

そのバランスが崩れつつある多くの地方都市や農村において，本研究で提示したラン

ドスケープアプローチが生み出す可能性と関連する新たな知見を提供しており，地域

計画学，地球環境学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士（地球環境学）

の学位論文として価値あるものと認める。また，令和５年８月３日，論文内容とそれ

に関連した事項について試問を行った結果，合格と認めた。 

なお，本論文は，京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し，公表

に際しては（令和６年９月２４日までの間），当該論文の全文に代えてその内容を要

約したものとすることを認める。 

 
要旨公開可能日：  令和５年 ９月２５日以降 




